
                 浜松市立浦川小学校実践報告書 

○研究主題 

「教科等の見方、考え方を働かせて、自分の言葉で表現し、次の問いにつながる学び」 

■研究の概要 

本校の児童は、心優しい良さをもっている。上級生と下級生の仲も良い。縦割り活動を教育活動に取り入れる

ことで、リーダー性や思いやりの心もより育っていると感じる。また、素直で、言われたことをしっかり行うこ

とができる。一方で、自分で考えて自主的に物事に取り組んだり、授業で学んだことを生かして、より深い学び

へとつなげたりする力や自分の言葉で表現したりすることが苦手である。また、新学習指導要領の実施に伴い、

新しい３つの観点で評価していくことも考慮し、本年度は、次のような研修を進めている。 

① 教師が教科の見方・考え方を自分のものとして受け止め、評価規準を明確にすると共に、教科の見方・考え

方を働かせた時の子供の姿をイメージしながら、授業構想をたてていく。 

② 主体的・対話的で深い学びの実現に向け、子供たちで話し合う時間を確保したり、子供たちが自分たちで話

し合いを進めるための話し合いマニュアルを示したり、話し合いに役立つ資料や教師の助言等を適切に子供

に与えたりする。 

③ 評価の第３観点である「主体的に学習に取り組む態度」の評価を、より明確なものとし、指導と評価の一体

化につなげることができるように、振り返りシートを活用して、子供の学びを見取る。 

④ 子供の言語活動の充実に向け、話し合いマニュアルの他にも、全校の場で自分の得意なことや興味あること

を表現する「かがやき発表」を位置づけたり、行事等の活動の後で、感想発表を毎回取り入れたりする。（感

想発表では、より客観的に自分を見られるように、取り組みを点数化したり、相互評価を取り入れたりする

ようなマニュアルを作成した。また、全学年で朝の会でのスピーチを取り入れるようにした。） 

＜１学期の成果と課題＞ 

 

 

点や差異点を見つけ、さらなる学びに発展していけるよ 

う訓練していく。 

・振り返りシートを継続的に行い、子供が授業でわかった 

ことを改めて自分の中におとしたり、授業の中での課題を 

見つけ、次の授業につなげていこうとする自己調整力を身 

に付けていけるよう訓練していく。 

・授業の中での話し合い活動を軸としながら、かがやき発 

表、行事等での感想発表を継続的に行い、自分の思いを言 

葉で表現して相手に伝えたり、自らを観的にとらえたりす 

る力を育んでいく。 

○本年度、自分が研究授業を行う教科について、新学習指導要

領を読み、自分なりの「教科の見方・考え方」をまとめ、教

員間で共有することにより、様々な教科の見方や考え方に

ついての理解を少しずつ深めることができた。 

○話し合いのマニュアルを活用することで、子供たちの主体

性が育ってきている。 

○右のような振り返りシートに記入させることで、その子の

学習の定着状況、取り組む粘り強さ、調整力等について把握

する材料となり、評価に役立った。 

○かがやき発表、スピーチ、感想発表の点数化や相互評価など

により、表現力が身に付いたり、自己肯定感を高めたりする

ことに役立った。 

●「教科の見方・考え方」に関する理解がまだ十分とは言えず、 

教科として求める理想的な子供の姿や効果的な指導方法に

ついて研修中である。 

●振り返りシートの書き方の指導、書く時間の確保、見取った

ことをどのように評価に生かすか等、研修中である。 

●子供たち同士での話し合いの深まりは、まだ十分とは言え

ず、マニュアルの見直しや教師の支援の在り方に関して研

修が必要である。スピーチも６年間を見通しながら、各学年

の発達段階に応じて継続していくことが大切だと感じる。 

 

※２年生の算数の振り返りシート 
子供の理解の定着状況や次につなげる調
整力等の把握に役立った。 


